






















































































































































































































































































































































































































































































































































































５． 高大接続システムの組織化： GSCの後継組織 人社学域と医
薬保健学域へ拡大
これからの入試
22
金沢大学のアドミッションポリシー
金沢大学＜グローバル＞スタンダード(KUGS)こそ、各学域学類のアドミッションポ
リシーの源泉たる、大学全体のアドミッションポリシーである。
「本学は、各人の立ち位置に課された人類の一員としての自己の使命を国際社会
で積極的に果たし、知識基盤社会の中核的なリーダーとなって、常に恐れることな
く現場の困難に立ち向かっていける能力・体力・人間力を備えた人材を育成する。」
(KUGS)
すなわち、金沢大学は、このKUGSに適う資質と能力の開花を少なくと
も確かな可能性として示すだけでなく、なによりも、このような人材にな
ろうとする高い志と強い気概をもった人物の入学を期待しています。
23
金沢大学の今後の入試方針（Ⅰ～Ⅳ）
Ⅰ. 本学独自の入試方式や入学者対応（高大接続組織や
入学前教育、等）によって、本学の独自性・優位性を際
立たせる
・従来のいわゆる「知識の記憶とその再生」を主眼とする試験方式は、その単一
の「物差し」によって、あたかも大学全体の実力を測るかのような誤解を生んだ。
したがって、他の「物差し」を独自に開発し、それによって本学のユニークさをアピ
ールすると共に、入学者の多様性を確保することが重要である。
24
金沢大学の今後の入試方針（Ⅰ～Ⅳ）
Ⅱ. 従来の「物差し」による序列化（ランキング）からの離脱
をできるだけ可能とするような入試方式を採用する。
・入試の偏差値による富士山型の序列化（ランキング）への過信は、大学における
成績評価のズサンさと相まって、「入学者の能力を卒業までにどこまで伸ばしたか」
という大学の教育本来の存在意義を無に帰してしまう。
・本学独自の入試方式を従来とは別の「物差し」として機能させ、それが社会に受容
されて初めて、「金沢大学ブランド」は確立する。
・それは、八ヶ岳型（多峰型）の大学群が存在し始める端緒であろう。 25
金沢大学の今後の入試方針（Ⅰ～Ⅳ）
Ⅲ. 一般入試及び特別入試において、基礎学力をできるだけ
担保する（同時に、例外となる入試方式とそれへの対処
を万全とする）。
・特別入試の割合を、相当程度まで、徐々に無理なく拡大する。
・基礎学力は共通テストと個別試験で担保する。その際、個別試験における「知識・
技能」、「思考力・判断力・表現力」の評価は、共通テストの「無駄な再現」とならな
い内容とレベルとする。
・また、大学及び各入試区分のＡＰに従い、個別試験において、「主体性・協働性」
の評価を個別試験において行う。 26
金沢大学の今後の入試方針（Ⅰ～Ⅳ）
Ⅳ. 全学及び各入試区分におけるＡＰとできるだけ整合的な
入試方式・入試内容とする。
・本来、入試の方式と内容は各入試区分のＡＰから導出されるべきものである。しか
し、従来の「物差し」では、実際のところ、一般入試ではほとんどＡＰは忘れ去られ
ている。科目の種類と配点を除けば、「高偏差値 ＡＰとの合致」という構図。
・したがって、各ＡＰを根拠に、従来とは異なる独自の入試方式・入試内容を開発し
本学独自の「物差し」を社会に提供する。
27
前期・後期２回の受験機会を
戦略的にどう考えるか
・受験生にとって、受験のチャンスを拡げられる（後期）前提が、合格のチャンスを
狭められること（前期）なのは、客観的に見て、それほど歓迎すべきことか？
・結局、一種の「敗者復活戦」でしかないなら、偏差値という「物差し」による序列化
の徹底化しか導かないだろう。後期入試で前期と大きく異なる選抜方式を採らな
い限りは。
・受験機会の複数化は、本来、異なった「物差し」による試験方式の複数化におい
てこそ意味があるのではないか。
・競争がある以上、受験機会をどれほど増やそうと、全ての受験生が希望の大学に
入れるわけではない。 28
ＫＵＧＳ特別入試
• 高大接続の新しい試みとして、2020年度からの導入を検討
• 一発勝負のペーパーテストでは測れない受験生の資質や能力を、じっく
りと時間をかけて見極める入試
• 受験生は、本学が準備する一連の「ＫＵＧＳ特別セミナー」、「実習」、
「ラウンドテーブル」などの体系的プロフラムに参加し（遠隔参加あり）、
レポート等を提出する。
• 受験生の成果や発表を、最大限に重視する入試
29
日本数学 A-lympiad
30
日本数学A-lympiad委員会（本学主管）は，日本で初
めて成績優秀チーム（2チーム）をオランダで開催さ
れる国際数学コンクール「Math A-lympiad」に日本代
表として推薦・派遣します。
このコンテストは学力の3要素「知識・技能」，「思考力
，判断力，表現力」，「主体性・協働性・学ぶ態度」の
バランスの良い育成，英語運用能力の充実等とも合
致しています。
また，今後，共通テストで重視される「数学を活用した
問題解決に向けて構想・見通しを立てる能力」を，競
うコンテストでもあります。
同じ高校の３～４人が
チームとなって競い合う
超然文学賞
31
長らく「文学は古い。文学は無力，文学が現実に何に
なる。」という功利的な風潮が蔓延し，高貴な光を失
ったように思われてきた文学でしたが，ふと気づくと
「文学こそ人間が輝く場所」
と確信される時代が静かに来ていました。
金沢大学の前身校，旧制高等学校「四高」は，軽薄
な風潮を排した「超然主義」を掲げ，多くの優れた
文化人，文学者を輩出しました。
西田幾多郎，鈴木大拙，中野重治，井上靖，・・・
応募は２部門：
「小説」部門
「短歌」部門
言葉について特異な才能を持ち，
日々その才能を自ら磨き，将来
「言葉の力」で世に出ることを強く
望んでいる高校生に告ぐ
ご清聴ありがとうございました
金沢大学はこれからも
バイリンガル・キャンパスの構築を通して
個性豊かな
真のグローバル大学を目指します
32
